



















































































































































今泉充啓君提出の論文 rStudieson Reliability 
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題を考察している.すなわち， DMR (Double 
Modular Redundancy)をもっ pPシステムにお
いて，ジョブを適当なタスクに分割して実行する
ことにより，処理時間を短縮するモデノレを設定し，
最適なジョブ分割数等について議論している.
第9章は，第2章から第8章までのまとめと，
今後の課題について述べている.
マイクロプロセッサは，今後，動作環境のより
きびしい分野にもその使用範囲が拡大されていく
であろう.そのとき，本論文で扱っているマイク
ロプロセッサシステムの高信頼化に対する考察や
議論は，実際的なシステムの運用方策や保全方策
の設定，さらに経済性を目指したシステムのモデ
ル化等に際し非常に有益となるであろう園
以上より，本論文提出者今泉充啓君は博士(工
学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと
判定した.
(受理平成12年6月12日)
